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北 大大学院農学研究科農 業生

物学専攻修十課程卒。現存、

帰
化

植
物

は

人
間

に
よ

っ
て
掩

乱

さ
れ

た
場
所

に
侵

入
し

、

そ

の
存

在

が
帰
化

率

の
よ
う

に
人
為

に
よ

る
掩
乱

の
指

標
と

な
る
、

と
考

え

ら
れ

て

い
る
。
実

際
、

帰
化

植
物

は
人
為

植

生

あ

る

い
は

二
次

植

生

の
中

に
生

じ
、

た
と

え
そ

れ
ら

に
隣

接

し

て
も
自

然
植

生

に
は
認

め
ら

れ
な

い
こ
と
が
多

い
。

し

か
し
、
自

然

植
生

で
あ

り

な
が
ら
帰

化
植

物

の
侵

入

に
無

防

備

な
例

が
あ

る
。

こ
こ

に
、

北
海
道

渡
島

大
島

(以

下

で
は

単

に
大
島

と
呼

ぶ
)

の
自
然

植
生

の
中

に
急
速

に
侵

入

し

つ

つ
あ

る

ア

メ
リ
カ

オ

ニ
ア
ザ

ミ

の
例
を

紹
介

し
よ
う

。

H

、
大
島

の
自
然

概

況

大
島

は

北
海

道
渡

島

半
島

の
西
方
約

五

〇
キ

ロ
メ
ー
ト

ル

に
位

置
す

る
火

山
島

で
あ
る

。
東

山

(
江
良

岳

、
標
高

七

三

七

メ
ー
ト

ル

)
、
西
山

(
清
部
岳

、
七

二
ニ

メ

ー
ト

ル
)
お

よ

び
中
央

火

口
丘

(寛

保
岳

、

六
八
四

メ
ー

ト

ル
)

の
三
個

の

山
頂

が

こ
の
記

述

の
順
序

で
噴
出

し
、

三
重

の
カ

ル
デ

ラ
構

造

を
持

つ
成

層

火
山

を

な
し

て

い
る

(
勝
井

・
佐

藤

一
九
七

〇
、
勝
井
他

一
九
七
七

)。
地
質
は
玄
武
岩
と
安
山
岩

の
溶
岩
お

よ
び
放

出
物

(
ス

コ
リ

ア
な

ど
)
か
ら

な

り
、

ア

ル
カ
リ

に

富

む
特

徴

が
あ

る
。

全
体

と

し
て
三
角

錐

の
形
を

な
す

大
島

の
地
形

は
、

現
在

で
も
崩

壊
す

る
裸

地

が
あ

る

ほ
ど
急

峻

で

あ

り
、
傾

斜
角

三
〇
度
を

超
え
る

と

こ
ろ
が

少
な

く
な

い
。

十
八
世
紀
後

半

の
中
央

火
口
丘

の
形
成

以
後

、
約

二
〇
〇

年

間

、
大
島

の
火
山

活
動

は
休

止
状
態

に
あ

る

。

大

島

の
降
水

量

は

、
近
隣

の
寿
都

や
函
館

の
値

(そ
れ
ぞ
れ

年

一
二

六
〇

ミ
リ

メ

ー
ト

ル
と

二

四
三

ミ
リ

メ
ー
ト

ル
)

と
大

差

な

い
と
推

測

さ
れ

る
が
、
急

峻
な

地
形

や
浸
透

し
や

す

い
基
質

に
よ

っ
て
夏

季

に
地
表
水

が
全

く
な

い
。
大

島

は

植
物

に

と

っ
て
乾

燥
し

た
生
育

地
を
備

え

て

い
る
。
暖

か

さ

の
指
数

を
算

出

す

る
と

、
大
島

は
約

六
五

～
四

〇
度

の
範
囲

に
あ

り
、

ほ

と
ん

ど
が

冷
温
帯

、

わ
ず

か
に
山
頂
部

だ
け
が

亜
寒
帯

に
相

当

す

る
温

度
環
境

に
あ

る
。
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⇔

、
大

島

の
植

生

の
特

徴

た

島

は
、
.○
○
年

間
休

止

し

て

い
る
火

山
島

で
あ

り
、

そ

の
植

生

は

.
次
遷
移

の
初

期
段

階

に
あ

る
草
本

群
落

ま
た

は

コ
ケ
群

落
か

ら
な

る
特
徴

が

あ

る
..
標
高

二
〇

〇
～

二
.○

○

メ

ー
ト

馬
以

ド

の
山
麓

で
は

、
特

に
緩
傾

斜
地

に

お

い
て

マ

イ

ヅ

ル

ソ
ウ
や

ヤ

マ
ブ

キ
シ

ョ
ウ

マ
な

ど
が
密
生

す

る
草

本

群
落

、

さ
ら

に

エ
ゾ

ニ
ワ
ト

コ
が
優

勢

な
低
木

群
落

が

み
ら

れ

る
け

れ
ど

も

、
多
く

の
急
傾

斜

地

で

は

ス
ス
キ

と

エ
ゾ
キ

リ

ン
ソ
ウ
が

そ

れ
ぞ

れ
蓋

と
な

る

や
や

疎
生

す
る
草
本
群

落

が
発

達

し

て

い
る
。
他

方
、

標

高

.

.○
○
～

.二
〇
〇

メ
ー
ト

ル
以

L

の
山

腹

か
ら
山

頂

に
か

け

て
は

LE
に
シ

コ
タ

ン
ス
ゲ

、

ム

ラ

サ
キ

モ

メ

ン
ゾ

ル
、

ミ
ヤ

マ
オ

ダ

マ
キ

な
ど

の
高
山

寒

地

植
物

と

ハ
マ
オ
ト

コ

ヨ
モ
ギ

、

エ
ゾ

ス
カ
シ

ユ
リ

、

オ
オ

バ
ナ

ミ

ミ
ナ
グ

サ
な

ど

の
海

岸

植
物

が
混

生
す

る
草
本

群

落

が

、

さ
ら

に
山
頂

部

で
は

シ

モ

ブ
リ
ゴ

ケ
と

ス
ナ
ゴ

ケ
が

そ

れ
ぞ

れ
主

と
な

る

コ
ヶ
群
落

が

成
立

し

て

い
る
。

こ
れ

ら

の

群

落
は
現
在

で
も

崩
壊

す

る
無

植
被

地
を

中
心

に
疎

生
群

落

か
ら
密
生

群
落

へ

の
変

化

を

み

せ
て

い
る
。
以
L

の
大
島

の

植

生

は
、
他

に
類

例

の

な

い
特

異
な
種

組
成

を
持

っ
て

お
り

、

植

生
面

だ

け
み

て
も

国
指
定

特
別

天
然

記
念
物

の
価
値

が
あ

る
。

そ

し
て
、

そ

の
植

生

の
成

凱

が
す

で

に
述

べ
た
自
然
環

境

の
特
色

と
結

び

つ
い
て

い
る

こ
と
は

疑

い
な

い

(
鮫
島

、

九

丘
ヒ
、

佐
藤

・
鮫
島

.
九
八

四
、

.
九
八
六
、

佐

藤

、
九

八
瓦

)
、

目

、
大
島

に
お
け

る
人

為

の
影

響

大
島

は

、

一
九

二

八
年

オ

オ

ミ
ズ

ナ
ギ

ド
リ
繁

殖
地

と
し

て
全

島
が

国

の
天

然

記
念

物

に
指
定

さ
れ
、

一
九

六

八
年

に

は
松
前

・
矢

越
道
立

自
然

公
園

に
含

ま
れ

た
無

人

の
国
有
地

で
あ

る
。
従

っ
て
大
島

の
自

然
は

概
ね
原
生

状
態

に
あ

っ
た

と

い
え

る
。

し
か

し
、
他

方

で
周

辺
海
域

が
松
前

町

の
漁

区

と

し

て
利

用

さ
れ

て
き

た
歴

史

の
中

で
人
為

の
影

響

が
認

め

ら
れ

る
。

オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ

ド
リ
は
、
卵
や
羽
毛

の
た
め

の
乱

獲

を
被

っ
た
と

い
わ
れ

、

.
九

.二
八
年

に
放

さ
れ

て
野

生
化

し

た

ウ
サ

ギ
と

の
競

争

的
排

他

も
原

因
と
考

え

ら
れ
、

絶
滅
す

前

の
状

況
で
あ

る
。

ウ

サ
ギ

は
全

島

に
分
布

を

拡
げ

、
後
述

の
よ
う

な
植
生

へ
の
影

響
を

及

ぼ
し

て

い
る
。

地
表

の
撹

乱

と

し

て
は
漁

期

の
仮

泊

施
設

と
周

辺

の
踏

み
分

け
道

、
そ

し

て
そ

の
途

中

の
標
識

と

し

て

の

エ
ゾ
イ

タ
ヤ
植

林

が
あ

っ
た
。
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一
九

八

二
年

八
月

に

は
灯
台

と
そ

の
維

持

の
た

め

の

ヘ
リ

ポ

ー
ト

、
そ

し

て

こ
れ

ら
と
仮
泊

施
設

の
間

に
人

工
的

な
階
段

が
設

け
ら

れ

て

い
る
。

植
生

に
対
す

る

人
為

の
影
響

に

つ
い
て
、

一
九

五
五
年

、

一
九

八
二
年

お
よ
び

一
九

八
八
年

の
鮫
島

と
筆

者

の
調
査

に

基
づ

い
て

ま
と

め

る
と
以
下

の
通

り

で
あ

る
。

ま
ず

、
人

間

の
間

接

的
影

響

と
し

て
ウ

サ
ギ

に
よ

る
偏
向

遷
移

が
考

え

ら

れ
た

(佐

藤

・
鮫

島

一
九
八

六

)。
一
九

五

五
年

に
多
く

生
育

し

て

い
た

ノ
ダ
イ

オ

ウ
が

一
九
八

二
年

に
は
ウ

サ
ギ

に
強

く

被

食

さ
れ

、

そ

の
外

、

ウ
サ

ギ

に
選

択

的

に
被

食

さ
れ

る
植

物

が

認

め
ら

れ
た

の

で
あ
る
。

今
後

の
問
題

と

し
て
偏

向
遷

移

が
実
際

に
進

行
す

る
か
、
注
目
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ピド　い く 　 ド

アメリカオニアザ ミ

大
島

に
お
け

る
帰
化

植
物

は

一
九

八

二
年

に
は

ヒ

メ
ム
カ

シ

ヨ
モ
ギ

、
オ

ニ
ノ
ゲ
シ

お
よ
び

セ

イ

ヨ
ウ

タ

ン
ポ

ポ

の
三

種

で
あ

り

、
史
前

帰
化

植
物

の

ノ
ゲ

シ
、

ハ

ハ
コ
グ

サ
、

ス

ベ
リ

ヒ

ユ
、

シ

ロ
ザ
、

ス
ズ

メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
を
含

ん

で
も
八

種

で
あ

り
、

現
在

ま

で
報

告

さ
れ

て

い
る
約

一
六

〇
種

に
対

し

て
比
較

的
少

な

い
。

し
か
も

、

こ
れ

ら
は
す

で
に
鮫
島

、

(

一
九
五

七

)
や
菅

原

(
↓
九

五

八

)
に
よ

っ
て
ほ
と

ん
ど

報

告

さ
れ

て

お
り
、

そ
れ

ぞ
れ

小
面

積

の
生
育

状
況

の
ま
ま

で
あ

っ
た

の

で
、

一
九

八

二
年

以
前

の
帰
化

植

物

に
変
化

が

な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

す
な

わ

ち
、

そ
れ

以
前

の
植

生

に
対

す

る
人
為

の
影
響

は
踏

み
分

け
道

に
黙

呑

3
る

ス
ズ

メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
程
度

の
小

さ
な

も

の
で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が

、

一
九
八

八
年

八
月

に
は
、

六
年
前

に
完

成

し

て

い
た

灯
台

、

ヘ
リ
ポ

i
ト

お
-.小
び
仮

泊
施

設
を

結

ぶ
人
工

的
階
段

に
沿

っ
て
列

状

に

ア
メ

リ
カ

オ

ニ
ア
ザ

ミ
が
繁

茂

し

て

い
た
。

明

ら
か

に
人
間

が
掩

乱

し
た

場
所

に
そ

れ
が
侵

入

し

て

い
た

の

で
あ

る
。
し

か

し
、

ア

メ
リ
カ

オ

ニ
ア
ゲ

ミ
よ

そ

の
場
所

で
開

花
結
実

後

、
人
為

の
及

ん
で

い
な

い
周
辺

の

ス

ス
キ
や

エ
ゾ
キ

リ

ン
ソ
ゥ

の
群
落

に

ロ
ゼ

ッ
ト
状

態

の
若

齢
個

体

と

し

て
分
布
を

拡
大

中

で
あ

っ
た

。

こ
の

こ
と
は

、

大
島

の
植
生

が
多

く

の
種
が

侵

入
可
能

な

一
次
遷

移
初

期

に

あ

る

こ
と

と
関
係

し
、

一
坦
侵

入
定

着

し

た
帰
化

植
物

が

近

く

に
あ

れ
ば

人
為
影

響

が
加

わ
ら
ず

と

も
帰

化
植

物

が
侵

入

し
や

す

い
植
生

で
あ

る

こ
と
を

物

語

っ
て

い
る
。

現
在

、
山

腹
以

上

に

ア
メ
リ

カ
オ

ニ
ア
ザ

ミ
が
及

ん

で

い
な

い
け

れ
ど

も

、

ア
ル
カ

リ
に
富

み
乾

燥
状
態

で
あ

る
と

い
う

、

さ
ら

に

帰

化
植

物

に

と

っ
て
好

都
合

な
大

島

の
状

況
を

考

え
る

と
、

こ

の
種

の
分
布
拡

大

は
大
島

の
植

生

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ

し

か
ね

な

い
の
で
あ

る
。

川
原

や
海

岸
砂

丘

の
不
安

定
帯

の
植
生

と
共

に
、

大
島

の

植

生

は
人
為

の
小

さ
な

影
響

に

よ

っ
て
、

あ

る

い
は

直
接

的

影
響

が

な
く

と
も

、
帰
化

植

物

が
侵

入
し

や
す

い
自

然
植
生

で
あ

る
。

近
在

の
渡
島

小
島

で
は
す

で
に
漁

港

が
あ

る
が
、

遷

移

が
あ

る
程
度

進
行

し

た
密
生

草
原

や
森

林

の
植

生

が
み

ら
れ

、
帰
化

植
物

は
自

然
植

生

の
中

に
は
侵

入
し

て

い
な

い
。

大
島

の
植
生
は
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、
人
為

的
影
響

に
注
意

深

く
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の
で
あ

る
.、

一
九

八
八
年

の
調

査

は
、

地
元

の
強

い
要
望

で
あ

っ
た
第

四
種

漁

港

(人

間

の
L
陸

の
な

い
避
難

港

)建

設

の
た

め
の
影

響

評

価
を

目
的

と
し

て

い
た

。
人
間

の
L
陸

が

な

い
と

い
う

漁

港

と

い
え
ど

も
、

ま
ず

は
建

設

に
あ

た

っ
て
L

陸
し

、
撹

乱

す

る
地
表

が
あ

る

こ
と

は

明
ら
か

で
あ

る
。

ま
し

て
そ

の

後

観
光

を

目
的

と
し

た
L
陸

が
続

く

と
な
れ

ば
、
大

島

の
貴

重

な
植

生

に
対

し
て
大

き

な
影
響

が
考

え

ら
れ

る
。

こ
の
点

で
我

々
は
大

島

の
将
来

を

注
意
深

く
見
守

る

べ
き

で
あ
ろ

う
。

引

用
文

献

勝
井

義

雄

.
佐

藤

博
之

一
九

し
○

。
渡
島

大
島

の
地
質

地

域
地

質
研
究

報
告

互

万
分

の

.
図
幅
札
幌

御
第

八
ぺ
号

、

」
1

、
六

.、
地
質
調

査
所

.

勝
井

義

雄

・
横

山

泉

・
江
原

幸
雄

・
山
ド

済

・
新
井

田
清
、信

.
山
元

正
継

一
九
七

七
。

渡

島
大
島

、

火
山

地
質

・
噴

火

史

・
活

動

の
現

況
お

よ
び
防

災
対

策
。
北

海
道

に
お

け
る

火

山

に
関
す

る
研
究

報

告
書
第

六
編

、

一
ー

八

二
。
北

海

道
防

災
会

議

。

鮫

島
惇

一
郎

一
九

五
七

。
北

海
道

渡
島
大

島

の
植
物

。
日

生

態
会

誌
、

七

"

一
五

〇
ー

↓
五

四
。

佐

藤
謙

・
鮫
島

惇

一
郎

一
九
八

六
、

一
九
八

六
。
北

海
道

渡

島
大

島

の
植

生

(1

、
H

)。
北
海

学
園
大

学

学
園
論

集
第

四

八

号
、
(
一
)i

(
一
八

)
、
第
五

三
号

、
(二
三

)ー

(四

二

)。

佐
藤

謙

↓
九

八
九
。

植
物

調
査

。
大
島

漁

港
建

設

に
向

け

て

の
環
境

影
響

調
査
報

告

書

、
二
三
ー

四

五
。
北

海
道

栽
培

漁

業
振

興
公

社
。

菅

原

繁
蔵

一
九

五
八

。
離
島

、

小
島
、

大
鳥

の
植
物

誌

。

一

四

頁
。
函

館
植

物
研

究
会

。
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